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　貸借と投資の手続によって企業が資金調達をおこな
う場合，企業は，その組織形式によって種々なやり方
をおこなうであろう。
　第一は個人企業とよばれる企業体で，単独の個人に
より所有され管理されている企業である。第二はパー
トナ～シップとよばれ2人以上により所有され，連帯
責任によって運営される企業体である。第三は株式会
社組織による企業体である。
　第一の個人企業は，単独の個人の所有資金を自己企
業形成に投資し，それが同時に企業の起業となり，更
に資金を資本資産に転換し，商品又はサービスの生産
及び販売活動を営み，それに消費した資本に対し獲得
した（残余の）所得が大きい場合には企業活動は拡大
され，消費した資本よりも所得が少ない場合は縮少す
るであろう。この企業の組織形成と投資，運営活動，
拡大の原理はパートナーシップであれ，株式会社であ
れ同一である。形式的にはパートナーシップはこの原
理を2人以上のパートナーにより遂行し，株式会社で
は7人以上の株主（会社の所有者）によって遂行され
る。今日の株式会社は必ずしも会社の所有者としての
株主のみによってはおこなわれない。又反面に，歴史
的にみられた株式会社の初期のジョイソト・ストッ
ク・カンパニーとよばれる頃の株式会社は，その実質
はパートナーシップに近く，株主の企業に対する責任
は少しの例外を除いて無限責任制度を含んでいた。こ
のことが論者によれば「株式会社の特徴」として「有
限責任制度」を入れないことでもある。しかし株式会
社が個々の株主の個人の人格と別個独立の社会的経済
的地位を得るようになり，その存在の永久性一個人
の寿命と切り離された存在をもつ一をもち，所有権
が譲渡可能な株式に分割され，その企業上，金融上の
危険を株主が引受　　危険分散　　その引受けられた
危険と不確実性の程度によって株主は利潤分配を受け
る。このような特性がそれまでのパートナーシップと
区別される特性である。しかし譲渡可能になった株式
は，一面にはその種類を多くもつこと　　普通株，優
先株，後配株など　　により，各種の資金を各種の投
資家より得ることを容易にさせた反面，財産権として
の証券が成立すると同時に他面には，証券とくに株式
をして投機の対象とさせた。何が投資で何が投機かと
いう区別については後に論じるであろう。　　　　z
　単独個人企業では，その企業の所有者は所有者（資
本家雇主）であると同時に生産管理者であり，販売管
理者であり，資金管理者でもある。企業上の全危険，
全不確実性を引受けると同時に損失も利潤も共にその
個人に帰属する。このことがその企業者個人をしてキ
ャプテン・オブ・インダストリーの地位を得させ，昼
夜を分かたず企業の安全な運営と収益性のより大なる
ことを求める。財務上の目標もそこにおかれる。
　この財務上の目標，即ちr面にリクイディティを他
面に収益性をという目標は之又パートナーシップであ
れ，株式会社であれ同一である。パーhナーシップは
2人以上の所有者により連帯して企業の危険と不確実
性が引受けられ，利潤は2人以上の企業の所有者に，出
資高に応じて分配される。株式会社では7人以上の所
有者に所有権の株式一普通株主か優先株主かなど優
先の順位による　　に従って企業上の危険が分散され
ると同時に利潤は配当の形式で分配される。パートナ
ーシップはパートナーの連帯無限の責任　　パートナ
ーの家計にまで及んで責任を負う一によることから
「信用」を中心とする商業銀行には強大な「信用地
位」をもつが，その組織と活動が共にパートナーの人
的結合を中心にすることが，企業がうまくいっている
時は，企業にとって不可欠の人的要素を十分に満たす
ことで企業を成功に導くであろうが，各パートナーの
意思の統一を欠く場合又はパートナーの脱退により
「倒産」を引き起す。そして投資資金の投入も回収も
他のパートナー全員の同意を得るなどの金融上特別な
問題をもち，企業にとっても投資家にとっても投資上
不利なこととなる。とくに企業にとって産業規模の拡
大に対処するに十分でない。これに対し株式会社は企
業の発起人の人的関係を離れて広く一般大衆から資金
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を吸収することが容易であり，小額の貯蓄をして大量
の企業資金に転化することを容易にした。投資資金の
回収も「流通市場」への証券の売却により容易とな
る。資金面のみならず，株式会社は資金をもたない多
くの人々をして容易に就業の道を得させ，各人の能力
の開発，啓蒙にも役立っている。ここでは主として資
金面にスポットをあてて考究する。
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